岩手県内におけるポジティブ・アクション事例



　　　 

一関信用金庫（平成16年均等推進企業表彰岩手労働局長奨励賞受賞）








　所在地　　　岩手県一関市幸町５－５


　　業　　種　　　中小企業等金融業


　　労働者数　　　２４４名（うち女性６９名）





表彰理由　　　　女性の平均勤続年数が約１３年と長く、勤続年数１０年以上の女性が６割を超えることから、経営トップによる女性支店長登用の方針のもと、女性職員の職域拡大（年金、渉外、融資等）を事業計画にかかげ、総務部が主体となって、渉外講座などへの積極的な派遣を行った。


　　　　　　　　　各店舗の年金担当に女性を1人ずつ配置し、渉外や融資担当にも女性を配置するなど、女性の職域拡大が進んだ。


また、女性の研修参加が増え、研修への女性参加者が３割を占めるようになるとともに、係長クラスの女性比率が4割を超え、支店長代理（４人）が誕生するなど女性の役職者への登用が図られている。


　　　　　　　 　今後も、女性支店長の登用に取組むこととしている。








株式会社東北銀行


（平成２１年度均等・両立推進企業表彰（均等推進企業部門）岩手労働局長優良賞受賞）


　　　　　所在地　　岩手県盛岡市内丸３－１


　　　　　業　種　　普通銀行業


　　　　　労働者数　　８７４名（うち女性４０９名）


表彰理由


　女性も長く勤め能力を発揮してもらいたいため男女に関係なく登用していくとの従来からの会社の方針や、積極的にポジティブ・アクションを進めていくよう頭取自らが指示するなど、女性の活躍を進める職場環境が作られている。





　採用拡大の取組として、全国転勤が前提だった正社員について、全国転勤が困難な社員でも働き続けることができるようコース別雇用管理制度を導入した。また女性からの応募を促すため、ホームページ等により女性が活躍できる会社であることをＰＲし、女性の応募数及び採用数が増加した。





　職域拡大の取組として、これまで女性の配置がなかった部署（渉外部門、営業統括室の業務推進担当）に女性を配置するとともに、これらの部門で活躍する女性がモデルとなり渉外等の業務への抵抗が無くなるなど好循環が生まれ、女性の意識も高くなっている。





　管理職登用への取組として、女性に対し管理職登用研修への参加及び昇進・昇格試験受験の勧奨などを行った結果、現在部長級では6名の女性を登用（部長クラスに占める女性割合は5.6％）、課長級に占める女性割合は19.7％と全国産業別平均（3.8％）と比較しても高くなっている。











